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§１．研究開発実施体制  

 
（１）「先端大」グループ（北陸先端科学技術大学院大学） 

① 研究開発代表者：赤木 正人 （北陸先端科学技術大学院大学・先端科学技術研究科、教授） 

② 研究項目 

・ 音環境のフィードバックによる呈示避難誘導音声の適応的制御 

・ 状況にあわせた避難誘導合成音声の言語・パラ言語情報の制御 

 

（２）「金工大」グループ（金沢工業大学） 

① 主たる共同研究者：土田 義郎 （金沢工業大学・建築学部、教授） 

② 研究項目 

・ 言語・パラ言語情報を含む発話のためのアナウンサー訓練システムの開発 

 

 

§２．研究開発実施の概要 

 

 避難誘導音声を呈示する場合，雑音残響環境でも音声が了解度よく聞こえるために，また，どれ

くらい緊急の避難要請であるのかを認識させるために，音声の適切な制御が必要である。この問題

の解決に向けて，次の 3 つの課題を設定した。 

(1) 音環境のフィードバックによる呈示音声の適応的制御：聴取者のおかれている雑音残響環境

を計測しながら呈示された音声をモニタリングすることにより，ロンバード効果と同様に自然でありし

かもその環境において最も了解度が高くなるアナウンス音声を生成する。 

(2) 状況にあわせた言語・パラ言語情報の制御：聴取者に対して注意喚起が行えるように，状況に

合わせて言語情報を選択しパラ言語情報を適応的に付加することで音声を生成する。 

(3) 状況に応じた適切なアナウンスのための訓練システム：各自治体が導入している防災無線シス

テムでの避難誘導は，自治体職員が行うが多い。アナウンサーの技量を向上させるための訓練シ

ステムを構築する。 

 上記の課題に対して，平成 30 年度は以下の取り組みを行った。 

◯雑音残響環境の高精度な推定のために，深層学習を導入し音環境把握の高度化を図った。既

知・未知データに対してよい精度で STI を推定できることを確認した。 

◯ロンバード音声の模擬について，ヒトが発話した音声とほぼ同等の了解度を得られることを確認

した。これらの知見をもとに，様々な音声特徴量の変化を組み合わせ，さらなる了解度の向上を実

現している。 

◯緊迫感と避難行動の関連性を検討し，緊迫感が高いと避難行動が高まることを確認した。また，

緊迫感に影響する音響特徴を検討した結果，基本周波数が最も影響することを確認した。 

◯アナウンサーに対する効果的な訓練において，どのようなパラ言語情報（速さ，強弱，高低など）

を教示した時により逃げる気になる音声を発せられるかを検討した。結果，特定語の音圧レベルが

高く全体の F0 が高い音声を発するように教示することが重要であることを確認した。 


